
事業報告附属明細書（事業別報告） 

 

法人運営事業 

法人運営事業（６２，１３７，２７４円） 

（１）主な収支状況 

 市補助金（運営補助金）                 ５３，３５４，０１０円〈収〉 

 会費（団体会員５０件、個人会員１，２１４件、賛助会員２５件） ５３９，２００円〈収〉 

 ホームヘルプサービス事業から繰入             ７，４００，０００円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入         １，１４３，３８５円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入                   ３３１，５３９円〈収〉 

 人件費                         ５４，１０６，９１１円〈支〉 

 人件費負担金                       ５，６５７，４７９円〈支〉 

 事務所使用料                         ５８５，６７５円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。事務所使用料の総金額は３，９０４，５０３円） 

 その他法人運営にかかる事務費等              １，７８５，４４８円〈支〉 

 法人運営事業積立資産への積立                   １，７６１円〈支〉 

（２）職員構成（令和３年３月３１日現在） 

 ▽部署別 

部署名 人数 

常務理事 １  

事務局長 １  

センター長 １  

事務局次長 ２  

センター次長 ２  

総務係 ２  

地域福祉係 ４  

生活福祉係 ２  

在宅福祉係（ヘルパー、生活支援員を含む） ５４  

地域包括第１係 １０  

地域包括第２係 ６  

合  計 ８５  

 ▽区分別 

区分名 人数 

市派遣職員 ３  

一般職員 １６  

嘱託職員 １４  

臨時職員 ３  

非常勤職員 ４９  

合  計 ８５  



（３）会員加入状況 

区分 加入数 会費（年額） 

個人会員 １,２１４名 ３００円 

団体会員 ５０団体 ３,０００円 

賛助会員 ２５件 １口 １,０００円 

（４）固定資産物品取得状況 

固定資産物品 台数 

複合機 １  

発電機 １  

蓄電機 １  

合  計 ３  

（５）物品貸出状況 

貸出物品 貸出数量 

車いす １９８  

高齢者疑似体験グッズ １  

盲人用安全杖 ４０  

プロジェクター一式 ９  

合  計 ２４８  

（６）苦情受付状況 

 ▽苦情受付件数 １件（福祉サービスの内容に関わる事項１件） 

  苦情については、苦情受付担当者及び苦情解決責任者での対応で解決し、第三者委員への相談は

ありませんでした。 

  また、利用者からの苦情に対し、適切に対応することにより利用者の権利を擁護するとともに、

福祉サービスの質の向上に努めました。 

（７）監査・調査状況 

監査・調査名 実施日 実施者 

橿原市社会福祉協議会地域包

括支援センター事業評価 
５月１８日 

橿原市地域包括支援センター及びかしはら

街の介護相談室事業評価会議 

令和２年度社会福祉法に基づ

く指導監査 
２月２４日 橿原市福祉部福祉総務課 

（８）研修生・実習生等受入状況 

学校名等 人数 日程 目的（研修名） 

奈良県医師会看護専門学校 ５ ７月１５日 
社会福祉協議会及び地域包括支援

センターの事業について 

奈良県立医科大学医学部看護

学科 
３ ９月１１日 

社会福祉協議会及び地域包括支援

センターの事業について 

青丹学園看護専門学校 ６ ９月２４日 
社会福祉協議会及び地域包括支援

センターの事業について 

奈良佐保短期大学 ５ １０月１９日 社会福祉協議会の役割等について 



（９）後援・協賛等の状況 

 ▽後援 

催 名 主 催 日 程 

第１４回赤い羽根歳末たすけ

あい新作カレンダーチャリテ

ィーバザー 

社会福祉法人奈良県共同募金会 令和２年１２月１１日～

１４日、１６日～１７日、

１９日～２０日、２３日～

２５日、令和３年１月５日

～９日 

全日本ろうあ連盟創立７０周

年記念映画「咲む」上映会 
橿原市聴覚障害者協会 令和３年８月２９日 

（１０）その他 

 ▽健康診断 

   ストレスチェック（８月２１日～３１日）２７名受検 

   VDT健康診断（１１月１２日、２６日）８名受診 

   定期健康診断（１月１３日）７０名受診 

 ▽コロナ禍での現状を振り返り、本会の地域福祉推進の取組方針として、「地域のつながりを絶やさ

ない【with コロナ】」を発出（９月１７日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▽自衛消防訓練（避難訓練）の実施（２月２５日） 

 ▽昭和３５年の設立から６０年が、昭和４５年の法人格取得から５０年が経過し、これまでの本会

の活動をまとめた「設立６０年・法人化５０年あゆみ」を発行（３月１日） 

 

役員会等事業（１０９，６２５円） 

（１）主な収支状況 

 善意銀行運営事業から繰入              １０９，６２５円〈収〉 

 理事会・評議員会等の開催にかかる事務費       １０９，６２５円〈支〉 

地域のつながりを絶やさない【with コロナ】 
 

  新型コロナウイルス感染症の拡大は、地域社会に大きな不安をもたらすとともに、私
たちの生活を大きく変化させました。この感染症の影響により、人と人とが距離をとる
ことや、接触する機会を減らすことが求められ、地域では、特に高齢者が孤独化・孤立
化しやすい状況が生まれています。 

地域福祉活動やボランティア活動に取り組まれている方におかれては、活動の延期や
中止が相次ぎ、先の読めない状況に苦慮されていることと思います。また、市民の皆様
におかれましても、集いの場や交流の場が減少することで、地域とのつながりが希薄に
なりつつあります。 

  橿原市社会福祉協議会（橿原市社協）では、これまで地域の集いの場や交流の場を通
じて住民が抱える課題を発見し、支援につなげてきました。また、地域の課題について
は、幅広い関係者との協働の場をつくり、解決に向けた取組を推進してきました。 

コロナ禍の今、人が集い、ふれあい、顔を合わせて交流する活動や取組が制限されて
います。このような状況にあっても、橿原市社協は、地域福祉としてのつながりづくり
の大切さを改めて認識し、感染予防をしながら、できることをできる方法で、“地域の
つながり”を絶やすことのないよう、地域住民の皆様と共に取り組んでいきます。 
令和２年９月１７日 

社会福祉法人橿原市社会福祉協議会 



（２）理事会・評議員会・運営委員会開催状況 

区 分 回数 議案件数 延出席者数 

社会福祉協議会理事会（決議の省略を含む） ６ ２１ 
８５ 

（監事含む） 

社会福祉協議会評議員会（決議の省略を含む） ３  ７ 
４６ 

（理事・監事含む） 

共同募金会橿原支会運営委員会（決議の省略

を含む） 
３  ３ 

４０ 

（監事含む） 

（３）委員会等開催状況 

区 分 回数 延出席者数 

社会福祉協議会監査  １  ３ 

評議員選任・解任委員会（決議の省略）  ２  ８ 

感謝状贈呈審査委員会  １  ４ 

職員採用試験委員会  ３ １８ 

職員衛生委員会  ２ １８ 

共同募金会橿原支会監査  １  ３ 

  ※監査については、出席理事数を含む。 

（４）役員等研修状況 

 ▽理事・監事・評議員合同研修会 

   ※新型コロナウイルスの影響により中止 

 

広報･啓発事業 

広報発行事業（１６１，７００円） 

▽社協だより「いきいき」の発行 

第５７号（令和２年７月）、第５８号（令和２年１０月）、第５９号（令和３年１月）、第６０号（令

和３年４月）を発行（「広報かしはら」に折込）する。 

▽ホームページによる情報発信 

  社協ホームページ http : //ww9.sakura.ne.jp/ 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入      １６１，７００円〈収〉 

 社協だより「いきいき」発行費            １６１，７００円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。社協だより発行費の総金額は１，１３１，９００円） 

 

啓発事業（７６，８３５円） 

▽社会福祉の増進に尽力し、その功績が顕著な社協会員等に感謝状を贈呈する。 

  感謝状贈呈日 １１月３日 

  感謝状贈呈者 ５４名、１団体 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入       ７６，８３５円〈収〉 

 感謝状贈呈にかかる事業費               ７６，８３５円〈支〉 



 

地域福祉活動支援事業 

地域福祉活動支援事業（３，５７０，６２３円） 

（１）主な収支状況 

 市補助金（事業補助金）             １，５２０，０００円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい助成金）から繰入  ２，０４６，６２８円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入              ３８２，９５３円〈収〉 

 地域福祉基金運営事業から繰入             ４１，９３９円〈収〉 

 地域活動積立資産の受取利息                 ６３９円〈収〉 

 小学校区地域福祉推進委員会への助成金      ３，１７８，６４０円〈支〉 

 広報・啓発費用                    ８０，８５０円〈支〉 

 その他地域福祉推進のための事務費          ３１１，１３３円〈支〉 

（２）各小学校区地域福祉推進委員会活動の支援 

 ▽各小学校区において地域福祉活動の中心となり、その充実が橿原市における地域福祉の発展につ

ながることから、同委員会の運営及び活動に対して助成し、支援する。 

 ▽子どもと地域との交流事業 

   子どもの参加を促し、“食”を通じた地域の交流を促進するとともに、その保護者の参加から次

世代の担い手の育成を図る。この取組に対して助成し、支援する。 

   ※新型コロナウイルスの影響により中止 

 ▽“緩やかな見守り”の推進 

   地域福祉推進委員会と自治会、民生委員・児童委員、地域住民等との連携を進めながら、日々

の生活の中で異変に気付いた場合に、関係団体や専門機関に相談・連絡するといった“緩やかな

見守り”を推進する。 

（３）市地域福祉推進連絡協議会との連携 

 ▽市内１６小学校区地域福祉推進委員会等で組織する市地域福祉推進連絡協議会との連携により、

校区間の情報の共有化を図り、地域福祉ネットワークを構築する。 

 橿原市地域福祉推進連絡協議会実施状況 

開催日 内 容 参加者数 

７月３１日 

（書面決議） 

議題 （１）役員の選任について 

   （２）令和元年度事業報告及び収支決算について 

   （３）令和２年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

１８ 

（４）コミュニティ自動車の貸与 

 ▽地域福祉推進委員会が実施する活動や事業等へ利用者を送迎するため、社協の車両をコミュニテ

ィ自動車として貸与する。 

 利用状況 

車 種 貸与団体数 貸与日数 延利用者数 

キャラバン（１０人乗り） ３ ２２ ３１４ 

 



見守り活動支援事業 

見守り活動支援事業（１，６２６，００３円） 

▽見守り活動支援事業 

  住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、一人暮らし高齢者等の見守りや安否確認等を

目的とした地域の見守り活動を支援する。 

  実施団体数 ８団体 

  実施対象者 延１８，６８５名 

  ※新型コロナウイルスの影響により一部の地域で４月・５月の活動を休止 

▽ふれあい電話訪問サービス事業 

  高齢者世帯等に対し、ふれあい（話し相手や見守り等）のため、ボランティアによる電話訪問を

行う。 

  実施日 毎週火曜日（午前１０時～午後３時）、金曜日（午前１０時～正午） 

  協力ボランティア  延２７０名   電話訪問件数 延１，４２５件 

  ※新型コロナウイルスの影響により４月・５月・１月・２月の活動を休止。２月に様子伺いとし

て、ボランティアによる手書きのメッセージ（お便り）を利用者へ送付 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入              ８，３８０円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい助成金）から繰入   １，６１７，６２３円〈収〉 

 見守り活動にかかる事業費                  １，６１７，６２３円〈支〉 

 ふれあい電話訪問サービスにかかる事業費               ８，３８０円〈支〉 

 

ふれあいサロン事業 

ふれあいサロン事業（２，３０２，２６１円） 

▽住み慣れた地域でいきいきとした生活を送ることができるよう、６５歳以上の方を対象に、地区公

民館等において体操や手芸などの活動を行い、閉じこもりや心身機能の低下、要介護状態等への進

行を予防する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   ２，３０２，２６１円〈収〉 

 ふれあいサロン活動のための助成金       １，８４０，６５４円〈支〉 

 広報・啓発費用                  １６１，７００円〈支〉 

 その他事務費                   ２９９，９０７円〈支〉 

（２）ふれあいサロン実施状況（於：各地区公民館等） 

地区名 名    称 回数 延利用者数 開催日時 

真  菅 ますげいなほ会  ２５ ６９９
毎週土曜日 

午前 9時～午前 11 時 30 分 

今  井 今井校区ふれあいサロン  ２１ ４０９
毎週土曜日 

午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

新  沢 新沢地区ふれあいサロン   ６ １１２
毎週火曜日 

午後 1時～午後 4時 

香久山 香久山地区ふれあいサロン  １２ ２７０
毎週土曜日 

午後 1時～午後 4時 



晩  成 晩成ふれあいサロン  ２１ ４４４
毎週木曜日（第 5 木曜日を除く。） 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

畝傍南 畝傍南ふれあいサロン   ６ １９８
第 2・第 4 水曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4時 

畝傍北 畝傍北ふれあいサロン  １２ ３５１
第 1・第 3 木曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4時 

白 橿 サロンしらかし広場  １２ ２８７
毎週金曜日（第 5 金曜日を除く。） 

午後 1時～午後 3時 

耳 成 ふれあいサロン耳成   １ ３０
月 1回開催 

開催ごとに異なります。 

耳成南 
耳成南ふれあいサロン 

～イトヤキ会～ 
 １２ ３５９

第 2・第 4 日曜日 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

真菅北 真菅北ひまわりサロン   ６ １７２
第 2・第 4 火曜日 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

鴨 公 
鴨公まほろばふれあい 

サロン 
  ７ １７１

第 4金曜日 

午前 10 時～正午 

合  計 １４１ ３,５０２  

  ※新型コロナウイルスの影響により感染症対策を講じて実施（中止、開催日時・場所の変更、参

加者の人数制限等）。サロンを中止した地区においても利用者とのつながりや見守りのための新

たな取組（ビデオレター、千羽鶴の作成、川柳ボックスの設置等）を実施。開催日時について

は、通常開催の場合の日時を記載 

（３）ふれあいサロンネットワーク会議実施状況 

開催日 内 容 参加者数 

６月１９日 ふれあいサロンの再開に向けて ２４ 

 

家族介護者交流事業 

家族介護者交流リフレッシュ事業（２，５２０円） 

家族介護者交流受託事業（６０，０００円） 

▽要介護高齢者等を在宅で介護している家族の心身の負担を少しでも軽減するため、介護者同士の交

流や相談等を実施する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                        ６０，０００円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入               ２，５２０円〈収〉 

 リフレッシュサロン活動のための助成金         ２，５２０円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ４０，４２５円〈支〉 

 その他事業費                    １９，５７５円〈支〉 

（２）家族介護者のつどい日帰りバスツアー実施状況 

  ※新型コロナウイルスの影響により中止 

（３）リフレッシュサロン 

 日時  毎月第２金曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

 場所  保健福祉センター南館３階 講座室２ 



リフレッシュサロン実施状況 

名   称 回数 延参加者数 

リフレッシュサロン ９ ２７ 

  ※新型コロナウイルスの影響により４月～６月の活動を中止 

 

ボランティア推進事業 

ボランティア推進事業（２，７４２，６４５円） 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入   １，２６１，７４５円〈収〉 

 ボランティア活動保険加入           １，０８３，５５０円〈収〉 

 ボランティア活動保険掛金           １，０８３，５５０円〈支〉 

 福祉教育推進校への助成金           １，１０１，０００円〈支〉 

 南都・松下等基金積立金ボランティア活動助成金   ２６０，３００円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ８０，８５０円〈支〉 

 その他事務費・事業費               ２１６，９４５円〈支〉 

（２）ボランティア講座実施状況 

 ▽傾聴ボランティアスキルアップ講座 

   ※新型コロナウイルスの影響により中止 

（３）災害ボランティアセンターの取組状況 

 ▽災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

   ※新型コロナウイルスの影響により中止 

（４）福祉教育推進校（小学校１６校、中学校６校  計２２校） 

 ▽地域に根ざしたボランティア活動の実践を通じて福祉教育を推進することにより、児童・生徒の

社会福祉への理解と関心を深め、思いやりとやさしさを養う。 

   小学校・・・耳成、耳成南、耳成西、晩成、鴨公、香久山、畝傍南、畝傍東、畝傍北、白橿北、

白橿南、今井、真菅、真菅北、金橋、新沢 

   中学校・・・畝傍、橿原、光陽、白橿、大成、八木 

（５）保険業務取扱状況 

 加入状況 

保険種別 件数 加入者数 金額（円） 

ボランティア活動保険 １８９ ２,８８５ １,０８３,５５０ 

ボランティア行事用保険 ２７ ８１２ ２２,７３６ 

福祉サービス総合補償 ４ 延１,５３６ ４５,４９１ 

送迎サービス補償 － － － 

社協の保険 １ ３３ ３４３,９２４ 

ふれあいサロン・社協行事傷害補償 ４ 延４,８１２ １２９,９２４ 

合  計 ２２５  １,６２５,６２５ 

 補償請求状況 

保険種別 件数 補償内容 

ボランティア活動保険 ４ けがの補償４件 

ボランティア行事用保険 １ けがの補償１件 

合  計 ５  



 

心配ごと相談事業 

心配ごと相談事業（９１７，９７４円） 

▽日常生活で生じる心配ごとや悩みについての相談に応じ、適切な助言・援助を行うことで、誰もが

住み慣れた地域で安心して暮らせるよう支援する。 

  日時  毎週火曜日 午前９時～正午（受付：午前１１時３０分まで） 

毎週木曜日 午後１時～午後４時（受付：午後３時３０分まで） 

  場所  保健福祉センター南館３階 相談室１ 

（１）主な収支状況 

 市補助金（事業補助金）              ７０８，０００円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入             ２０９，９７４円〈収〉 

 相談員報酬等                   ９１７，９７４円〈支〉 

（２）心配ごと相談状況 （９６回開催・相談者９１名） 

区     分 
直ちに解決

したもの 

再来を要す

るもの 

民生児童委

員を紹介し

た 

他機関を紹

介した 
その他 取扱延件数 

１ 生計       １   ２   ３ 

２ 年金       １   １ 

３ 職業       １   １ 

４ 生業        ０ 

５ 住宅       ３   ３ 

６ 家族      １７  １７ 

７ 結婚         ０ 

８ 離婚        １３  １３ 

９ 健康       １   １ 

10 衛生        ０ 

11 医療       ２   ２ 

12 精神衛生      １０  １０ 

13 人権       ２   ２ 

14 法律   １      ８   ９ 

15 財産      １  １２  １３ 

16 事故       ２   ２ 

17 児童福祉・母子保健       １   １ 

18 教育      １   １   ２ 

19 青少年        ０ 

20 心身障がい者(児)福祉        ０ 

21 父子福祉        ０ 

22 母子福祉        ０ 

23 老人福祉       ７   ７ 

24 苦情       ２   ２ 

25 その他      １６  １６ 

合    計   １   ０   ０   ３ １０１ １０５ 

  ※新型コロナウイルスの影響により５月の相談方法を変更（対面相談の中止） 



（３）心配ごと相談事業研修会実施状況 

  ※新型コロナウイルスの影響により中止 

 

共同募金配分金事業 

共同募金配分金事業（９，０５２，３４９円） 

▽歳末施設訪問 

  地域歳末たすけあい助成金、善意銀行への指定寄付及び障がい者等支援基金積立資産の一部を財

源に、市内高齢者施設及び障がい者施設に歳末見舞金として配分する。 

 歳末見舞金 

 施設名 配分額（円） 

高
齢
者
施
設 

橿原園 ８０,０００ 

かなはし苑 ８０,０００ 

桃寿園 ８０,０００ 

香久山インパレス ８０,０００ 

橿原の郷 ８０,０００ 

ぽれぽれケアセンター白橿 ４０,０００ 

バンデ（絆） ８０,０００ 

花橿 ４０,０００ 

リンク橿原 ４０,０００ 

ケアステージみみなし ４０,０００ 

万葉テラス ４０,０００ 

大和三山 ４０,０００ 

鷺栖の里 ４０,０００ 

障
が
い
者
施
設 

あさひの ５０,０００ 

たけのこ園 ５０,０００ 

橿原市福祉作業所 ５０,０００ 

ステップあすか ５０,０００ 

生活支援センターはるかぜ ５０,０００ 

スクラム ５０,０００ 

合  計 １,０６０,０００ 

  ※地域歳末たすけあい助成金７６０，０００円、善意銀行への指定寄付２４０，１１０円、障が

い者等支援基金積立資産５９，８９０円を活用 

（１）主な収支状況 

 地域助成金                  ６，５６６，７６１円〈収〉 

 地域歳末たすけあい助成金           ４，４２４，２５１円〈収〉 

 地域助成金の配分（自治会、民協等）      １，９７６，０５３円〈支〉 

 歳末見舞金として配分               ７６０，０００円〈支〉 

 各事業に地域助成金の繰出           ２，６５２，０４５円〈支〉 

 各事業に地域歳末たすけあい助成金の繰出    ３，６６４，２５１円〈支〉 

  ※令和２年度地域助成金の残額（１，９３８，６６３円）については、令和３年度へ繰越 

 



生活福祉資金貸付事業 

生活福祉資金貸付事業（１２，７８４，０００円） 

▽生活福祉資金貸付事業 

低所得者世帯や高齢者世帯、障がい者世帯等の生活を経済的に支えるとともに、在宅福祉の充実

や社会参加の促進を図ることを目的に、生活福祉資金の相談や貸付を行う。 

（１）主な収支状況 

 県社協受託金                １２，７８４，０００円〈収〉 

  内訳 生活福祉資金貸付等事務受託金        ３，５２２，０００円 

     臨時特例つなぎ資金貸付等事務受託金        ６２，０００円 

     生活福祉資金貸付等事務受託金（特例貸付分） ９，２００，０００円 

 人件費                   １０，３７７，６３７円〈支〉 

 民生委員への生活福祉資金活動費用弁償       ３１５，０００円〈支〉 

 事務所使用料                   １９５，２２５円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ４０，４２５円〈支〉 

 非常通報装置の設置                 ６２，０４０円〈支〉 

 固定資産取得費（複合機）             ６９３，０００円〈支〉 

 その他事務費                 １，１００，６７３円〈支〉 

（２）生活福祉資金相談状況 

 相談件数  ２，４０３件 

       内訳 総合支援資金１，１２７件 

          （生活支援費１，１２６件 

（生活支援費１６件、新型コロナ特例貸付１，１１０件）、 

住宅入居費１件、一時生活再建費０件）、 

          教育支援資金９件、福祉資金５０件、不動産担保型生活資金６件、 

          緊急小口資金１，１４４件 

          （緊急小口資金２７件、新型コロナ特例貸付１，１１７件）、 

          臨時特例つなぎ資金２２件、その他４５件 

（３）生活福祉資金貸付状況 

資金種別 件数 貸付金額（円） 

１．生活支援費 ９８９ ５１９,１１０,０００ 

 
（１）生活支援費 ７ ２,９７０,０００ 

（２）新型コロナ特例貸付 ９８２ ５１６,１４０,０００ 

２．住宅入居費 － － 

３．一時生活再建費 － － 

４．教育支援資金 ３ １,６３９,０００ 

５．福祉資金 １０ ２,５６１,０００ 

６．不動産担保型生活資金 － － 

７．緊急小口資金 ８９１ １７４,８４０,０００ 

 
（１）緊急小口資金 ３ ３００,０００ 

（２）新型コロナ特例貸付 ８８８ １７４,５４０,０００  

８．臨時特例つなぎ資金 １４ １,１００,０００ 

合    計 １,９０７ ６９９,２５０,０００ 



（４）生活福祉資金償還完了状況 

資金種別 件数 償還金額（円） 

１．生活支援費 ２ １,４８８,０００ 

２．住宅入居費 － － 

３．一時生活再建費 － － 

４．教育支援資金 ３４ ４１,１９９,０００ 

５．福祉資金 ８ ３,０１４,０００ 

６．不動産担保型生活資金 － － 

７．緊急小口資金 １０ １,２２５,０００ 

８．臨時特例つなぎ資金 １８ １,４１０,０００ 

９．離職者支援資金 １ ８００,０００ 

合    計 ７３ ４９,１３６,０００ 

▽奈良県フードレスキュー事業 

  生活に窮迫した相談者に対して、寄り添い、安心・安定した生活に向けた相談支援活動に繋げて

いけるよう、一時的に食料品の提供を行う。 

（１）実施状況 

 利用者数  ２１名 

 支援食品数 ４３７個（雑炊、缶詰、レトルトご飯、うどん、うどんスープ、レトルトカレー） 

 

善意銀行運営事業 

善意銀行運営事業（１，２７６，７２１円） 

（１）主な収支状況 

 寄付金                      ８８３，３４９円〈収〉 

 歳末見舞金の一部として払出し           ２４０，１１０円〈支〉 

 前年度の寄付金を目的に沿って各事業に繰出   １，０３６，６１１円〈支〉 

（２）善意銀行運営状況 

区分 事 項 件数 金額（円） 

収入の部 

１．一般寄付 ３０ ６１９,９８７ 

２．指定寄付 ３５ ２６３,３６２ 

 

（１）地域福祉のために 

（２）在宅福祉のために 

（３）ボランティアのために 

（４）高齢者のために 

（５）障がい者のために 

１６ 

１ 

１ 

１ 

１６ 

４６,０００ 

９,１５０ 

１１,１５０ 

１１,３１０ 

１８５,７５２ 

３．受取利息  １６ 

４．前年度からの繰越金  １,２７６,７２１ 

合  計 (Ａ)  ２,１６０,０８６ 

支出の部 

１． 歳末見舞金の一部として払出  ２４０,１１０ 

２． 各事業に払出  １,０３６,６１１ 

 

（１）法人運営事業 

（２）地域福祉活動支援事業 

（３）家族介護者交流事業 

（４）心配ごと相談事業 

 

４４１,１６４ 

３８２,９５３ 

２,５２０ 

２０９,９７４ 

合  計 (Ｂ)  １,２７６,７２１ 

差引合計 (Ａ)－(Ｂ)  ８８３,３６５ 

  ※差引合計８８３,３６５円については、令和３年度へ繰越 



 

善意銀行預託金事業 

善意銀行預託金事業 

▽ひとり親家族交流バスツアー 

  ※新型コロナウイルスの影響により中止 

 

地域福祉基金運営事業 

地域福祉基金運営事業（４１，９３９円） 

（１）主な収支状況 

 地域福祉基金積立資産の運用利息           ４１，９３９円〈収〉 

 地域福祉活動支援事業に繰出             ４１，９３９円〈支〉 

（２）地域福祉基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 ９３,６２３,６５２ ０ ０ ９３,６２３,６５２ 

合計 ９３,６２３,６５２ ０ ０ ９３,６２３,６５２ 

 

障がい者等支援基金運営事業 

障がい者等支援基金運営事業（３８７，４７５円） 

（１）主な収支状況 

 障がい者等支援基金積立資産の運用利息         ３，０３２円〈収〉 

 障がい者等支援基金積立資産の取崩         ４６０，０００円〈収〉 

 障がい者団体への助成金              ２３１，０００円〈支〉 

 歳末見舞金の一部として助成             ５９，８９０円〈支〉 

 子どもの発達支援のために助成            ９６，５８５円〈支〉 

（２）障がい者等支援基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 ３０,０００,０００ ０ ４６０,０００ ２９,５４０,０００ 

合計 ３０,０００,０００ ０ ４６０,０００ ２９,５４０,０００ 

（３）障がい者団体の活動支援 

 ▽障がい者団体の地域における事業活動及びその運営に対して助成し、支援する。 

団体名 助成事業の内容 助成金額（円） 

アンクルン音楽クラブ con brio 障害児・者の音楽、余暇活動 ９０,０００ 

スノーキャンパス 楽しく・学ぶ 発達凸凹子育て １００,０００ 

高齢聴覚障がい者の集い「すみれの会」 高齢聴覚障がい者の交流・ふれ合い ４１,０００ 



 

日常生活自立支援事業 

日常生活自立支援事業（８６３，７９５円） 

▽認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など、判断能力が不十分な方の権利を擁護するととも

に、福祉サービスの利用援助や日常生活の相談、金銭管理などの援助を行うことで、地域で安心し

て生活ができるよう支援する。 

（１）主な収支状況 

 県社協助成金                   ４２１，４７５円〈収〉 

 利用者負担金                   ４４２，３２０円〈収〉 

 生活支援員人件費                 ５０６，３０９円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ４０，４２５円〈支〉 

 その他事務費・事業費               ３１７，０６１円〈支〉 

（２）実施状況 

 契約者数  ３５名（令和３年３月３１日現在） 

 支援時間数 ６１２.５時間 

 契約状況 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

新規件数 ０ ０ １ ２ １ ０ ２ ２ ０ ０ ２ ０ １０ 

終了件数 １ ０ ０ ０ ３ ２ １ １ １ １ １ ０ １１ 

 相談状況 

 
問合せ件数 

（制度・事業について） 
初回相談件数 相談援助件数 合計 

４月  ２  ４  ５４  ６０ 

５月  １  ３  ５２  ５６ 

６月  １  ２  ６６  ６９ 

７月  ５  ３  ５９  ６７ 

８月  １  ０  ５７  ５８ 

９月  ２  ２  ７３  ７７ 

１０月  ０  １  ７２  ７３ 

１１月  ２  １  ６５  ６８ 

１２月  ０  ２  ５８  ６０ 

１月  ２  ０  ４３  ４５ 

２月  ３  ３  ４３  ４９ 

３月  ０  ０  ６１  ６１ 

合計 １９ ２１ ７０３ ７４３ 

（３）生活支援員連絡会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

２月９日 ケース検討会 ６ 



 

訪問介護事業 

訪問介護事業（３３，１６６，９８７円） 

▽要介護者に対するホームヘルプサービス 

  要介護状態にある高齢者等（利用者）の心身の特性を踏まえ、利用者が可能な限りその居宅におい

て、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護そ

の他の生活全般にわたる援助を行う。 

▽要支援者に対するホームヘルプサービス 

  要支援状態にある高齢者等（利用者）に対し、適切な第一号訪問事業を提供する。利用者が可能な

限りその居宅において、要支援状態の維持・改善と、要介護状態への予防をし、自立した日常生活を

営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護その他の生活全般にわたる援助を行う。 

（１）主な収支状況 

 介護保険収入                ２１，６９０，７６４円〈収〉 

 総合事業収入                 ７，６２９，８８０円〈収〉 

 利用者負担金（要介護）            ２，５５８，６１４円〈収〉 

 利用者負担金（要支援）              ９６４，９２３円〈収〉 

 奈良県新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業（介護・福祉分）等補助金 

                          ６０２，０００円〈収〉 

 職員、嘱託職員、ヘルパー人件費       ２３，８４３，０９３円〈支〉 

 事務所使用料                   ５８５，６７５円〈支〉 

 訪問介護システム利用料               ９２，４００円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ４０，４２５円〈支〉 

 新型コロナウイルス感染症対策のための衛生用品等  ６０２，２９４円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費    １，２０３，１００円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出    ６，８００，０００円〈支〉 

（２）ヘルパー派遣（訪問介護）実施状況 

 活動者数 利用者数 生活援助（時間） 身体生活（時間） 身体介護（時間） 

４月  ２５  ４１ ２０６ ２２８.５ １４９ 

５月  ２６  ４１ ２０１ ２２１ １４９ 

６月  ２４  ４２ ２０６ ２３３ １６１ 

７月  ２４  ４２ ２０２.５ ２４７ １７７.５ 

８月  ２４  ４４ １７６.５ ２２４ １８４.５ 

９月  ２５  ４４ １９８.５ ２１０ １９６ 

１０月  ２６  ４４ １８５ ２４７ １９９ 

１１月  ２４  ４３ １６４ ２４３ １７８ 

１２月  ２４  ４１ １４４ ２７３.５ １８１ 

１月  ２３  ３７ １１４ ２９７ １８０ 

２月  ２２  ３７ １１４.５ ２６８ １７６ 

３月  ２２  ４３ １４０ ３２２.５ １８０ 

合計 ２８９ ４９９ ２,０５２ ３,０１４.５ ２,１１１ 



（３）ヘルパー派遣（第一号訪問）実施状況 

 活動者数 利用者数 活動時間（時間） 

４月  ３０  ６０ ２７７ 

５月  ３１  ５８ ２６３ 

６月  ２９  ５９ ２７１ 

７月  ３０  ５７ ２７２ 

８月  ３０  ５５ ２５３.５ 

９月  ２９  ５４ ２５８.５ 

１０月  ２９  ５２ ２６３ 

１１月  ２９  ５２ ２３２.５ 

１２月  ２９  ５２ ２３２ 

１月  ３０  ５０ ２１５ 

２月  ２９  ５２ ２２７ 

３月  ２９  ５１ ２６０ 

合計 ３５４ ６５２ ３,０２４.５ 

（４）ヘルパー定例会（研修）実施状況  

 ▽サービスの質の向上と社協職員としての資質の向上を目的に実施する。 

開催日 内 容 参加者数 

９月２４日 介護技術向上研修 １６ 

１０月２２日 事例検討会 １０ 

１２月２３日 老化にともなう心身の変化と対応について １６ 

３月２３日 ヒヤリハットについての検証 １６ 

 

障害福祉サービス事業 

障害福祉サービス事業（１３，０４３，７３８円） 

▽障がい者（児）に対するホームヘルプサービス 

  ①居宅介護事業   障がい者の居宅において、身体介護や家事援助、生活上の相談を行うほか、

通院時に必要な介助を行う。 

  ②重度訪問介護事業 重度の肢体不自由者で、常時介護を必要とする方の身体介護や家事援助、移

動の介護、見守り等生活全般を支援する。 

  ③同行援護事業   視覚障がい者の外出に同行し、移動に必要な情報を提供するとともに、移動

の援護等を行う。 

（１）主な収支状況 

 居宅介護給付費収入              ７，８１２，９８０円〈収〉 

 重度訪問介護給付費収入              ８３１，１８４円〈収〉 

 同行援護給付費収入              ３，８８３，９８６円〈収〉 

 利用者負担金                   ２６１，５８６円〈収〉 

 奈良県新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業（介護・福祉分）等補助金 

                          ５０９，０００円〈収〉 



 嘱託職員、ヘルパー人件費          １１，６２７，００４円〈支〉 

 事務所使用料                   １９５，２２５円〈支〉 

 障害福祉システム利用料              １３２，０００円〈支〉 

 新型コロナウイルス感染症対策のための衛生用品等  ５１０，７４８円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費      ２２８，７６１円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出      ３５０，０００円〈支〉 

（２）ヘルパー派遣実施状況 

 
活動

者数 

利用

者数 

身体介護 

（時間） 

家事援助 

（時間） 

通院介護 

（時間） 
重度訪問

介護 

（時間） 

同行援護 

（時間） 

※介護を 

伴わない 
※介護を 

伴わない 

※介護を 

伴う 

４月  ２５  ３２  ４ ３０７.５  ５.５ ０ ３９ １０２.５ 

５月  ２５  ３１  ５ ２９４.５  ５ ０ ３８ １０６.５ 

６月  ２４  ３２  ７ ３１４ １２ ０ ４１ １１１ 

７月  ２５  ３２ １０.５ ２９８  ５ ０ ４０ １４２ 

８月  ２３  ２９  ９ ２５３.５  ９ ０ ３６  ９３.５ 

９月  ２５  ２９  ７ ２６２.５  ８ ０ ３６ １０６.５ 

１０月  ２４  ３０ １０.５ ３０７.５ １２.５ ０ ３５ １３７ 

１１月  ２４  ２９  ４ ２７７  ３ ０ ２９ １２７.５ 

１２月  ２５  ２９  ５ ２９７.５ １１ ０ ３６ １０８ 

１月  ２６  ３１  ０ ３０１  ４ ０ ３４ １０６.５ 

２月  ２６  ３３  ３ ３０１.５  ５.５ ０ ２８ １００ 

３月  ２６  ３４ １０ ３２６  ５ ８ ２７ １０８ 

合計 ２９８ ３７１ ７５ ３,５４０.５ ８５.５ ８ ４１９ １,３４９ 

 

移動支援事業 

移動支援事業（１，６１８，３１４円） 

▽移動支援事業の受託 

  障がい者（児）が安心して社会活動に参加できるよう移動支援サービスを提供する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   １，６６０，２６０円〈収〉 

 利用者負担金                    ２３，２１０円〈収〉 

 ヘルパー人件費                  ９７８，０１３円〈支〉 

 その他事業費・事務費               ３９０，３０１円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出      ２５０，０００円〈支〉 

（２）ヘルパー派遣実施状況 

 活動者数 利用者数 

移動支援 

単独保障型 

（時間） 

移動支援 

単独補助型 

（時間） 

移動支援 

単独介護型 

（時間） 

４月  ８   ８ ４８.５  ０ １４.５ 

５月  ８  １０ ４１.５  ５ １０.５ 

６月  ７   ８ ５３.５  ７  ９.５ 

７月  ８   ８ ４４  ４ １０ 

８月  ６   ８ ４２  ８  ９.５ 

９月  ９  １０ ４３  ８ １６.５ 



１０月  ８   ９ ５０.５  ７ １２ 

１１月  ８   ９ ４８.５  ６.５ １２ 

１２月  ９   ８ ６１  ６ １２ 

１月 １０  １０ ５８  ７ １０.５ 

２月  ９   ７ ５２.５  ８ １１ 

３月  ８   ９ ４０.５  ８ １０.５ 

合計 ９８ １０４ ５８３.５ ７４.５ １３８.５ 

 

包括的支援事業 

包括的支援事業（１０６，３０１，４３０円） 

▽地域の高齢者等の心身の健康保持及び生活の安定のために必要な援助を行い、地域の保健医療の向

上及び福祉の増進を包括的に支援する。 

▽地域包括支援センターに保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャー等を配置し、それぞれが連携を

図ることにより、地域で暮らす高齢者の介護・福祉・健康・医療等さまざまな悩み・疑問・相談ご

とに総合的に対応する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                     １０６，２１７，３１６円〈収〉 

 介護予防支援事業から繰入                  ８４，１１４円〈収〉 

 人件費                       ５４，８９２，１３２円〈支〉 

 かしはら街の介護相談室委託費            ４６，８００，０００円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等           ８５７，０７０円〈支〉 

 広報・啓発費用                      ２８２，９７５円〈支〉 

 事務所使用料                     １，７５７，０２７円〈支〉 

 その他地域包括支援センター運営にかかる事務費・事業費 １，７１２，２２６円〈支〉 

（２）総合相談・支援事業 

 ▽高齢者やその家族等から様々な相談を受け、高齢者などが抱える生活課題を的確に把握し、保健・

医療・福祉の各種サービスが受けられるように支援する。 

 相談状況 

区 分 件数 

介護保険 １,４６２ 

認知症 ９１７ 

虐待 ９６ 

病気 ４０ 

医療 １０６ 

家族 ４１ 

権利擁護 ４８ 

生活資金 ３９ 

介護予防 ７ 

日常生活 ５３４ 

ケアマネ支援 ３９ 

その他 ８７ 

合 計 ３,４１６ 

  ※認知症の件数には、後述の認知症地域支援推進員の相談件数を含む。 



（３）権利擁護事業 

 ▽高齢者の虐待防止、早期発見、早期対応などを行うとともに、成年後見制度（財産管理や重要な

契約などの支援）等の利用促進を支援する。 

 相談状況 

 虐待 権利擁護 合計 

延対応件数 ９６ ４８ １４４ 

実人数 ２０ ２２  ４２ 

  ※延対応件数は、前述の総合相談・支援事業の相談状況の件数を再掲 

 ▽支援困難事案の情報を共有し解決に向けた検討や、高齢者虐待事案に対する判定を目的に会議を

開催する。 

 困難ケース検討会・高齢者虐待判定会議実施状況 

名  称 回数 

困難ケース検討会・高齢者虐待判定会議 １３ 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

 ▽利用者がどのような状況にあっても、住み慣れた地域で暮らすことができるよう関係機関と連携

し、継続的に支援できるよう努める。また、地域のケアマネジャーが抱える困難事例等の相談に

応じ、より質の高いケアマネジメントができるようケアマネジャー同士のネットワークづくりを

支援する。 

 ▽居宅介護支援事業所のケアマネジャーを対象にオンライン形式で研修会を実施する。 

 ケアマネジャー支援研修会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

２月１６日 

内容 自立支援を念頭に置いたケアマネジメント実施のためのア

セスメント力の向上と実践力を高めるポイント 

講師 兵庫県対人援助研究所 主宰 稲松
いなまつ

真人
ま こ と

 氏 

７４ 

（５）かしはら街の介護相談室との連携 

 ▽社会福祉法人や医療法人の協力を得て設置しているかしはら街の介護相談室との連携を図り、地

域における高齢者の総合相談窓口として、より一層の充実を目指す。 

 かしはら街の介護相談室（小学校区） 

小学校区 事業者名 小学校区 事業者名 

耳成 橿原の郷 白橿南 桃寿園 

耳成南 バンデ（絆） 白橿北 桃寿園 

晩成 あすならホーム畝傍 今井 ぽれぽれ八木西スクエア 

鴨公 大和三山 真菅 ぽれぽれ八木西スクエア 

香久山 香久山インパレス 真菅北 橿原の郷 

畝傍東 橿原園 耳成西 橿原の郷 

畝傍南 橿原園 金橋 かなはし苑 

畝傍北 あすならホーム畝傍 新沢 西井クリニック 



 かしはら街の介護相談室（中学校区） 

中学校区 事業者名 中学校区 事業者名 

八木（北） 大和三山 大成 かなはし苑 

八木（南） 香久山インパレス 橿原 橿原の郷 

畝傍 平成まほろば病院 光陽 桃寿園 

白橿 橿原園  

 ▽かしはら街の介護相談室事業評価に係る現地調査の実施 

   対象 かしはら街の介護相談室を受託する１１法人 

   期間 ２月１５日～２月２２日 

 ▽医療機関や介護サービス事業者などの関係者が連携を図り、在宅医療と介護サービスを一体的に

提供する体制の構築を目的に、中学校区レベルで開催される「在宅医療・介護連携地域ケア会議」

に参加する。 

 日常生活圏域レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 

在宅医療・介護連携地域ケア会議 ７ 

 ▽専門職等がケアマネジメントのプロセスに関与し、多職種において課題及び背景・原因の分析を

より深め、要支援者等の自立支援の検討のため、中学校区レベルで開催される「自立支援地域ケ

ア会議」に参加する。 

 ▽ケアマネジャーや地域住民等から報告される個別の支援困難事案の解決に向けた検討や、地域の

支援体制の構築を目的に、「個別レベル地域ケア会議」を開催（参加）する。 

 個別レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 

自立支援地域ケア会議 １２ 

個別レベル地域ケア会議  ８ 

 ▽地域包括ケアシステムの実現を目指し、研修会の開催や情報の共有などの連携を図るため、ブラ

ンチ連絡会を開催する。 

 ブランチ連絡会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

７月２８日 今後の業務について ２８ 

１１月１７日 

研修 特殊詐欺被害と防止対策について 

講師 奈良県橿原警察署 生活安全課  

    防犯アドバイザー 西岡
にしおか

篤一
とくいち

 氏 

２３ 

３月１６日 
令和３年度の業務について 

認知症初期集中支援について 
２９ 

合  計 ８０ 

  ※新型コロナウイルスの影響により活動報告会を中止したため、「令和２年度かしはら街の介護

相談室活動実施報告書」を作成し、橿原市地域包括支援センター運営協議会委員に配布 

 



認知症総合支援事業（７，２１６，８９４円） 

▽地域包括支援センターに認知症地域支援推進員(認知症の専門相談員)を配置し、認知症疾患医療セ

ンターやかかりつけ医と連携することで、医療と介護の切れ目のないサービスを提供するとともに、

地域ケアに対する専門的な支援を行う。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                      ７，２１６，８９４円〈収〉 

 人件費                       ６，４４０，２６５円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等           ６３，４９２円〈支〉 

 広報・啓発費用                     １２１，２７５円〈支〉 

 事務所使用料                      １９５，２２５円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                   １０４，９００円〈支〉 

 その他認知症関係事業費                 ２９１，７３７円〈支〉 

（２）認知症地域支援推進員の相談状況 

 相談件数７９９件（実人数９８名） 

（３）オレンジカフェ実施状況 

 ▽認知症の方やその家族が集まって、悩みを話したり、介護の情報を得たりする交流の場として「オ

レンジカフェ（認知症カフェ）」を開催する。 

   日時  毎月第３水曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

   場所  保健福祉センター南館３階 講座室１ 

 オレンジカフェ実施状況 

名   称 回数 延参加者数 

オレンジカフェ（認知症カフェ） ９ １２９ 

  ※新型コロナウイルスの影響により４月～６月の開催を中止。また、感染症対策のため事前申込

制で実施 

 

生活支援体制整備事業（９８３，０００円） 

▽高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備の推進と、提供体制の構築に向け、生活支援コー

ディネーターを配置する。 

▽社会資源の把握のため、かしはら街の介護相談室と連携して、高齢者にとって日常生活に役立つ次

の情報を調査し、冊子として作成・更新する。 

・日常生活品配達サービス 

・高齢者の地域の居場所 

・訪問理美容店舗 

・買い物支援サービス協力店 

▽かしはら街の介護相談室の協力を得て、各町の地域特性などの情報を収集し、現状や課題を分析す

るための「町ごとのアセスメントシート」を作成・更新する。 

▽かしはら街の介護相談室の生活支援コーディネーターと連携を図り、小学校区の現状や課題を地域

住民と共有するとともに、解決に向けた検討のため、見守り・居場所づくり・つながりづくり等を

テーマに、小学校区レベルで開催される「生活支援地域ケア会議」に参加する。 



 日常生活圏域レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 延参加者数 

生活支援地域ケア会議 １６ １５５ 

（１）主な収支状況 

 市受託金                      ９８３，０００円〈収〉 

 人件費                       ８７８，６２６円〈支〉 

 広報・啓発費用                    ４０，４２５円〈支〉 

 生活支援サービスの体制づくりのための事業費      ６３，９４９円〈支〉 

 

介護予防支援事業 

介護予防支援事業（１０，９０３，２０８円） 

▽第一号介護予防支援 

  要支援者や近い将来要支援・要介護状態となるおそれのある高齢者が、介護予防及び生活支援を

目的に、心身の状況等に応じて適切な事業が提供されるよう、介護予防ケアマネジメント計画を作

成するとともに、その計画に基づくサービスの提供が確保されるよう、関係機関との連絡調整など

を行う。 

▽指定介護予防支援 

  要支援者が、介護予防サービス等の適切な利用を行うことができるよう、介護予防サービス計画

を作成するとともに、その計画に基づく介護予防サービスの提供が確保されるよう、関係機関との

連絡調整などを行う。また、公正中立なケアマネジメントの確保や平時から医療機関との連携に努

める。 

（１）主な収支状況 

 介護保険収入                 ５，６２６，９８８円〈収〉 

 総合事業収入                 ５，２４６，０１４円〈収〉 

 人件費                    ８，６９１，３３４円〈支〉 

 介護予防支援システム保守料等           ２５３，９７０円〈支〉 

 事務所使用料                   ３９０，４５１円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                １０４，９００円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ４０，４２５円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事務費・事業費    １，３３８，０１４円〈支〉 

 包括的支援事業に操出                ８４，１１４円〈支〉 

（２）実施状況 

 委託契約事業所件数 ７９件（うち、稼働事業所件数 ７６件）（令和３年３月３１日現在） 

 介護予防ケアマネジメント Aプラン作成給付管理実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 ０ ６８ ６８ ２０ ５０２ ５２２ ５９０ 

５月 ２ ４９ ５１ ５ ４８６ ４９１ ５４２ 

６月 １ ５８ ５９ ２３ ５３４ ５５７ ６１６ 

７月 ５ ６６ ７１ １４ ６０３ ６１７ ６８８ 

８月 １ ６０ ６１ １２ ５５０ ５６２ ６２３ 



９月 ４ ５５ ５９ ２８ ５４８ ５７６ ６３５ 

１０月 １ ５５ ５６ ２８ ５６４ ５９２ ６４８ 

１１月 １ ５９ ６０ １８ ５７７ ５９５ ６５５ 

１２月 ０ ５６ ５６ １９ ５８２ ６０１ ６５７ 

１月 ０ ５０ ５０ １７ ５７４ ５９１ ６４１ 

２月 ０ ４９ ４９ １６ ５６７ ５８３ ６３２ 

３月 ０ ４７ ４７ １１ ５７６ ５８７ ６３４ 

合計 １５ ６７２ ６８７ ２１１ ６,６６３ ６，８７４ ７,５６１ 

 介護予防ケアマネジメント Bプラン作成給付管理実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 ０ １７ １７ ０ １３ １３ ３０ 

５月 ２ １７ １９ ０ １２ １２ ３１ 

６月 ０ １５ １５ ０ １４ １４ ２９ 

７月 ０ １８ １８ ０ １７ １７ ３５ 

８月 ２ １５ １７ ０ １０ １０ ２７ 

９月 １ １７ １８ ０ １２ １２ ３０ 

１０月 ０ １６ １６ １ １２ １３ ２９ 

１１月 ０ １６ １６ ０ １０ １０ ２６ 

１２月 １ １６ １７ １ ９ １０ ２７ 

１月 ０ １７ １７ １ １０ １１ ２８ 

２月 ０ １７ １７ ０ ８ ８ ２５ 

３月 ０ １８ １８ ０ ９ ９ ２７ 

合計 ６ １９９ ２０５ ３ １３６ １３９ ３４４ 

 介護予防ケアプラン作成給付管理実施状況 

 
地域包括支援センター 委託事業所 

合計 
新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 １ ７５ ７６ １５ ７４１ ７５６ ８３２ 

５月 １ ６４ ６５ ２５ ７５１ ７７６ ８４１ 

６月 ２ ６２ ６４ ２１ ７７８ ７９９ ８６３ 

７月 １ ６４ ６５ ２８ ７９１ ８１９ ８８４ 

８月 １ ６５ ６６ ２２ ７９４ ８１６ ８８２ 

９月 ２ ６３ ６５ ２４ ７９６ ８２０ ８８５ 

１０月 ０ ５９ ５９ ２４ ８１３ ８３７ ８９６ 

１１月 ０ ６１ ６１ ２６ ８１２ ８３８ ８９９ 

１２月 ０ ６１ ６１ ２５ ８１９ ８４４ ９０５ 

１月 ０ ５７ ５７ ２５ ８３９ ８６４ ９２１ 

２月 ０ ５３ ５３ ２９ ８３８ ８６７ ９２０ 

３月 ０ ５８ ５８ ２６ ８５５ ８８１ ９３９ 

合計 ８ ７４２ ７５０ ２９０ ９,６２７ ９,９１７ １０,６６７ 

 

（注釈） 

サービス区分名 

事業名（決算額） 

 決算額には、拠点区分資金収支明細書（別紙３（⑩））における当該事業の事業活動による収支、施

設整備等による収支、その他の活動による収支のそれぞれの支出額の内部取引消去前の合計額を記載 

 〈収〉は収入 

 〈支〉は支出 


